
様式１ 

港区立東町小学校 

令和５年度 授業改善推進プラン 

 

国
語 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・表現するために必要な語 
句を身に付け、 身に付 
けた語句を使って適切に 
文章表現をする資質・能  
力 

・TOFASの結果から中学年では 
適切な語彙が選択できていない 
ことが課題であり、高学年では語 
彙の選択と書くための表現が課 
題である。 
・読むについては、概ね各学年、よ 
く学習できていた。 
 

・積極的に文を書いて表現する場を設ける。 
・表現する際に使える表現や言葉を例示し、適切に 
文章を表現できるように語彙を増やしていく。 

 

社
会 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・資料を活用して必要な情
報を調べてまとめたり、根
拠をもって表現したりする
資質・能力 

 

・全般的に資料を活用して必要な
情報を調べてまとめたり、根拠を
もって表現したりすることにおい
て、児童の能力に差がある。全体
的に児童の思考力、判断力、表
現力を伸ばしていく必要がある。 
・5年では、自然災害を防ぐための
取組に関し、資料をもとに、その
取組の目的について考えたり、年
表を読み取ったりする力を伸ばし
ていく必要がある。 
・６年では、「政治・国際」は、専門 
用語を把握することと、その詳細
な説明を新聞などでまとめていく
こと。「歴史」はその事象について
の成り立ちや起こりなどについて
の考えを表現していくことが課題
である。 

・調べたことが自分たちの生活においてどのように 
必要なことであるかを気づかせるようにする。 
・ICTを積極的に活用して、視覚的に理解を深め、 
学習課題を捉えやすくする。 
・興味関心のある単元を中心に、少人数グループ 
で自分の考えを伝えあったり、クイズ形式等で主 
体的に参加できるようにしたりして、思考・表現 
能力を伸ばせるようにする。 

 

算
数 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・立式の根拠について筋道 
を立てて考え、説明する 
資質・能力、作図する力 

・学力調査の正答率は全国と 
比べ、８．５ポイント上回った。
領域別正答率では、都平均と
比べ、「データの活用」が２.2
ポイント下回った。問題の内
容別正答率では、特に「二次
元の表の読み取り」が７．８ポ
イント下回った。（6 年） 
・数量関係を言葉や式、図に 
表したり読み取ったりする力 

（1 年） 
・数の仕組みを理解し、正確に 
繰り下がりの引き算をする 
力、定規を使って直線を引く 
力（2 年） 
・問題を丁寧に読み取り、根拠 
をもって解決する力（３年） 
・文章を正しく読み取り回答す 
る力や作図する力（4 年） 
・数直線や図をもとに多様な 
見方を表現する力や作図の 
力（５年） 

・つまずきを明確にし、習熟度に応じて東京ベーシ 
ックドリルやまなびポケットを活用し、既習事項 
の定着度を確認、不十分な場合は、個別指導を 
行う。 
・低学年では、問題場面を動作化や操作活動を取 
り入れて問題を理解させる。中学年以降は、問 
題場面と図や表、式を関連付けて考えさせ説明 
する場面を充実させる。 
・習熟度に応じたペアや少人数グループで自分の 
考えを伝え合い互いの考えを比較・検討する機 
会を多く取り入れる。 
・ICT機器や電子黒板を活用し、視覚的に理解し 
やすいようにする。 
・学習したことを生活や他の教科でも活用する機 
会を増やす。 

 

 



 

理
科 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・自然に親しみ、自然の事 
物・現象についての問題 
を科学的に解決する資 
質・能力 

・４・5・6 年生では、生物領域に課
題がみられる。 
・実験結果をもとに考察したり、グ
ラフなどで分かりやすく記録した
りすることが、課題となっている。
また、時間がたつと忘れてしまう
傾向もあるため、記録をしっかり
とるなど、定着させられる手立て
を考えていく必要がある。 

・児童にとって身近な課題となるよう、自然事象と 
の出会いの場面を工夫し、生活経験に結び付け 
て考えることができるようにする。 
・児童の興味・関心を引き出していけるよう、自分 
の考えを相手に伝え合う場面を多く設けるととも 
に、気付きや自分の考えをノートやワークシート 
に、図や言葉を用いて表現する活動を設けてい 
く。 

 

生
活 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・身近な人々、社会及び自 
然を自分との関わりで捉 
え、自分自身や自分の生 
活について考え、表現し 
ようとする資質・能力 

・自分事としての捉えられる児童
が少なく経験もないため、学習に
対して受け身になってしまう。 
 
 

・実際に見たり触ったり出会ったりするような場を 
工夫することで、児童が「こうしたい。」という思 
いや願いを膨らませ、主体的に活動できるように 
する。 
・異学年との交流や認め合いの場、ワークシートな 
どを用意し、自分や友達の活動のよさに目を向 
けさせるたり、伝え合ったりする機会を設ける。 

 

音
楽 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・表現及び鑑賞の活動を通 
して，音楽的な見方・考 
え方を働かせ，生活や社 
会の中の音や音楽と豊 
かに関わる資質・能力 

・表現したい意欲と表現する技能 
が合っていないため、技能面を 
高めていく必要がある。 
・発言する児童が固定化されやす 
いため、ペア学習やワークシート 
など個々の考えを出しやすい環 
境にする必要がある。 

・表現及び鑑賞を通して思考力、判断力、表現力、 
知識、技能を相互に関わらせながら一体的に育 
成する。 
・自分の思いや意図を表現に生かせるように発問 
や場の設定、さらには、児童が安心して表現でき 
る環境、自己のふりかえり、聴き合う場などの場 
の設定の充実を図る。 

 

図
工 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・表現及び鑑賞の幅広い活 
動を通して、造形的な見 
方・考え方を働かせ、生 
活や社会の中の形や色 
などと豊かに関わる資 
質・能力 

・タブレット端末を活用して、表現 
活動を通して気付いた事柄や創 
意工夫した事を自分の言葉で 
詳しくまとめ、振り返る力や次の 
学習課題に活かす力を高める 
必要がある。 

・発達段階に沿って、様々な材料や用具等による造 
形活動を充実させ、活動の最後に言葉や考えを 
整理したり、タブレット端末で振り返りをしたりし 
て、鑑賞の時間を設けるなど、造形的な見方や 
考え方を広げ、深める等の言語活動の充実を図 
る。 

 

家
庭 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・家庭の中での自分の役割 
を見つけ、できることか 
ら取り組もうとする資質・ 
能力。 

・学んだことを家庭で生かす機会 
がなかったり、機械そのものを 
もつことが難しかったりする。 
・裁縫やミシンの使い方などが定 
着しない。 

・裁縫や調理など、身の回りで取り組めそうなこと 
を話題に挙げ、作品やカードなどで発表する機 
会を設定する。 
・裁縫やミシンの学習では、授業のはじめに使い方 
を確認する時間を設ける。教科書の「いつも確 
かめよう」を活用させたりして、技術を定着させ 
る。 

 

 

 

 

 

 



体
育 

育成を目指す資質・能力 新体力テスト、学習評価等に 

基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・進んで運動に親しむ資 
質・能力 
・自己の課題を見付け、そ 
の解決に向けて思考し 
判断する資質・能力 

・体力テスト結果によると、体育の 
学習に進んで取り組んでいる傾 
向が見られる。 
・握力とソフトボール投げについて 
低下傾向が見られる。体育の授 
業で、固定遊具を使った運動や 
投能力を伸ばすための運動を 
意図的に取り入れる。また、児童 
が意欲的に運動できる場を設定 
する必要がある。 

・各種の基本的な動きや技能を身に付けられるよう 
に、各運動（運動遊び）の動きや技のポイントを 
明確にした場を設定する。 
・課題を解決するために、自分で練習の場を選ん 
だり、友達と協働したりして解決することができ 
るような学習活動を設定する。 

 

国
際 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・英語に親しみ、主体的に 
コミュニケーションを図 
ろうとする資質・能力 

・その授業で学習しているキーセン 
テンスを使用して、決められた 
会話をすることはできるが、自 
分がすでに知っている言葉や表 
現も活用して、自分のことをより 
相手に伝えようと工夫する姿勢 
はまだ十分に身についていな 
い。 
・英文を書くことはできるが、読め 
ない場合がある。 

・歌など、英語の音の流れを楽しめるような活動で 
外国語学習への意欲を高め、積極的に英語を聞 
き、繰り返し言ってみることで、進んで英語に慣 
れ親しもうとする態度を育成する。 
・キーセンテンスを使う場面や目的が明らかなアク 
ティビティを、児童の実態や興味・関心に合わせ 
て設定することで、実践的なやり取りを通して英 
語表現を身に付けられるようにする。 

 

道
徳 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・国際社会を力強く生きる 
児童を目指し、向上心と 
柔軟性をもち、共生しよ 
うとする資質・能力 

・学年が上がるにつれ、教材文か 
ら課題を見出すことはできるよ 
うになってくるが、その課題を実 
生活とむすびつけて考えたり、 
自分の問題として深めたりする 
ことは難しい。 
・学習したことを実生活で活用す 
る場面があまり見られない。 

・ワークシートやノートを活用し、考えたことや感じ 
たことを詳しく書かせる。話し合い活動では、時 
間を十分に確保し、お互いの考えを共有し、広げ 
られるようにする。 
・友だちと自分との違いについて気づいたり、実生 
活と照らして考えたりできるようにする。 

 

特
別
活
動 

育成を目指す資質・能力 学級活動、学校行事等の課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・みんなで楽しく豊かな学 
級や学校の生活を作る 
ために、他者と協働して 
取り組むことの意義を理 
解し、合意形成を図ろう 
とする資質・能力 

・話合いの方法や合意形成の仕方 
がわかっていない児童がいる。 
・学級会を継続的に行っているク 
ラスが少ないので、話合いの経 
験が少ない児童が多い。 
・集会活動（お楽しみ会等）を実施 
しているが、振り返りをしていな 
い。 

・解決方法について理由などを比べ合いながら、合 
意形成を図ったり、協力し合って実践したりでき 
るよう、必要に応じて教師が児童に助言する。 
・学級会のツール（黒板掲示、司会台本等）を用意 
し、学級の実態に合わせて活用するようにする。 
・集会活動実施後は振り返りをし、次回の集会活 
動に生かすことができるようにする。 

 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・実社会や実生活の中から 
問題を発見し、疑問をも 
ち、その課題を解決する 
資質・能力 

・疑問や気付きから児童が課題を 
立て解決することが難しい場合 
がある。 

 

・タブレット端末のプレゼンテーションソフトを利用 
して、まとめる力や表現する力が付くように指導 
する。 
・外部講師を招いて、深く学習を進めていけるよう 
にする。 
・目的意識をもって課題解決できるよう、ワークシ 
ート等を活用し、学習の見通しをもって取り組め 
るようにする。 

 

 


